
６/５近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
3３クール日報（６月１日～６月５日）
	報告日
天気
	６月５日（水）晴
気温：（1５～２２℃）
	報告者
	京都府舞鶴市社協　仲川真広
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【33】濵添（木津川市）・奥野（京都市）・神谷（大阪府）・藤井（大東市）・谷口（大阪市）・
大原（尼崎市）・前崎（加古川市）・竹内（上郡町）・河井（神戸市）・小山（王寺町）・永井（田辺市）・吉田（滋賀県）
【34】松井（大津市）・若本（城陽市）・西岡（大阪府）・末満（河内長野市）・宮田（大阪市鶴見区）・伊地知（堺市）・岡地（兵庫県）・江口（三木市）・近藤（丹波篠山市）・黒田（奈良県）・坂口（上富田町）・仲川（舞鶴市）

	役割分担
	【33】運営支援（吉田）、マッチング（河井・奥野・前崎）、車両マッチング（永井・藤井）、Ｖ受付・資材（谷口）、現地調査（神谷・濵添・竹内）分別管理（大原・小山）
【34】運営支援（仲川）、マッチング（西岡・若本・松井）、車両マッチング（坂口・宮田）、Ｖ受付・資材（黒田）、現地調査（岡地・江口・伊地知）、分別管理（近藤・末満）

	
	7:15 宿舎出発
8:00 センター着・準備開始
8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:10 マッチング開始
     現地調査開始
10:00 ボランティア送り出し完了
ボランティア活動調整（アポ取り）等
14:30本部で活動者報告受付（順次対応）
16:00 全班活動終了
17:15 終礼・翌日準備
19:00 センター出発
21:00 業務終了
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾美術館駐車場

和倉集積所休み

リサイクルセンター搬入

	報告事項

	●ニーズ対応：完了17件、継続2件、キャンセル2件　計21件
残ニーズ435件（キントーン数値）
●新規受付：4件
●現地調査
体制：現地災害Vco 2名、丸亀市2名、近ブロ5名　計9名。
調査：一般6件、技術0件、計6件（マッチング3件、キャンセル1件、完了2件）
●Ｖ受入れ：県Ｖバス16名（金沢発）、41件（現地集合型）、団体25名、運転Ｖ1名　計83名

	今後の主な予定
	●6月1日から7月30日まで和倉集積所のみ稼働（受入可能日は火・木・土・日）。災害廃棄物の搬入に際し、罹災証明等の原本書類提示が必須となった。一方で、月～金、土（AM）はリサイクルセンターへの搬入が可能であり、仮仮置場から搬出を行っている。
●現在の仮仮置場である七尾美術館駐車場は6月8日（土）を目途に撤収し、9日（日）から田鶴浜コミセンへ変更することを計画されている。今後は、残ニーズの多い田鶴浜地区、中島地区へ支援対象が移行されていく。
●6月7日（金）は現調特化日となっていたが、現調の積み残しが少なくなっていることから、仮仮置場特化日へと変更、スタッフ全員で七尾美術館駐車場の搬出に取り組む予定。14日（金）と19日（水）の現調特化日も取り止め、通常どおりボランティアを受け入れる。
●仮仮置場へのボランティア団体の受入については、6月6日（木）までとなった。

	調整課題
・所感等
	●新規ニーズの受付を終了しており、かつ、現地調査件数が少なくなっているため、次クールあたりから「ニーズ受付」と「現地調査班」の統合を模索されている。一方、個別オリ担当、仮仮置場担当が手薄になっており、人員の割り振りや兼務を改めて検討することで、各スタッフの業務の偏り解消を目指す。



